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Profileプ。，1－ル高橋協子Ky。k。Takahashi

1970　神奈川県茅ヶ崎市生まれ

1988　神奈川県立弥栄東高校美術コース卒

1991　武蔵野美術大学短期大学部工芸デザイン科木工専攻卒

同校　陶芸サークル、窯工研究会にて陶芸を始める

民俗資料室手伝いを通して身近な工芸に対する興味を深める

1991　笠間焼　場綾子氏に師事

1993　千葉市立加曾利貝塚土器作り同好会にて土器作りを学ぶ

1994　黒田隆、外山亜基雄、矢崎春美各氏に学ぶ

1996　笠間市大橋にて独立

1996　益子、もえぎにて初個展。以降、個展、クンレープ展を中心に活動

1998　笠間市、安居に築窯

2003　笠同市、泉につばめ窯開窯

2008　笠間市、上郷に移転、築窯。この頃より民話、伝説にまつわる

陶人形を作り始める

■個展・クレープ展

・もえぎ（益子町）　　　・Jギャラリー（笠間市）

・ギャラリー舞台（笠間市）・ギャラリーモナ（麻布十番）

・きらら館（笠間市）　　・桃林堂（青山）

・笠間工芸の丘（笠間市）

■人形展

・スペース・ニコ（笠間市）「節句人形展」毎年開催

・陶歌（笠間市）「福野道隆・高橋協子二人展」

・PUNTO（水戸市）「民話の世界」

・ギャラリー門（笠間市）「高橋協子陶人形展」隔年開催

・みの～れ（小美玉市）「高橋協子　民話の世界」

・ノブズギャラリー（笠間市）「きつねづくし」

・こんこんギャラリー（石岡市）「こんこん展」

・ギャラリー蚕室（西荻窪）「白狐展」「白獣展」

2014年よりテーマを変えて隔年開催

常博史料館の貨幣ギセラリーde銀行員体験！
おはなし会の前に、貨幣ギャラリーの見学や、銀行員ならではのお札の数え方の練習をしくみませんか？●時間／13：30～

民話を問こう －3人の語・I手l；よも民話のおは七l合一

平成30年1月6日仕）14：00～15：00『演目：「Lパい太郎（水戸市）」ほか

⑳ことぷさゆめこ（山田由美）、ゆうくん（小林祐介）、マットさん（大内真智）

⑳高橋協子（陶芸家）
●定　員：30名（先着順）●参加費：無料　●会場：常陽史料館

●協　力：水戸芸術館　ミセルくらLPUNTO

●お申込：①～③の申込方法よりお選び下さい。

①往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上お申込み

②常陽史料館1階受付でお申込み

③高橋協子さんのFacebookにてお申込http：／／facebook・COm／kyoko＿artWOrks／

く宛先＞〒310－0024水戸市備前町6－71常陽史料館「民話を聞こう！」係

｛お問合わせ：TEL．029－228－1781（担当／大曽根・山野）

ことぷさゆめこ（本名：山口由美）
茨城県笠間市生まれ

1982年　製陶ふくだ

1985年（株）笠間美術陶芸

1988年　独立

1998年初個展「犬のまるちゃん展」（スペースnico）以降、

様々な個展／グループ展にて作品を発表。繰込みアクセサリー、食器などで独立するも、

愛犬「まる」作りに熱中し、犬もの中心に作陶中。また、ブラジル音楽ボサノバのボーカル

としても活動。10年前からは、唄あり託りありの楽しい民話の語り手としても活動中。

ゆうくんとマットさん
震災後、「子どもたちに元気を！」

と水戸芸術館ACM劇場専属劇

団ACMメンバー大内真智・小林

祐介が結成した絵本の読みきか

せユニット。2012年より、水戸PUNTOにてことぶきゆめこ

（山口由美）とともに夏休み企画、「民話を聞こう日に参加。

好評を得ています。

http：／／ukm3．blog．fc2・COm／

■貨幣ギャラリー／
貨幣や銀行に関する資料を展示しております［午後5時まで］。

■史料ライブラリー／
郷土の芸術・文化や金融、歴史に関する図書資料をご覧になれます⊃

ホームページで史料ライブラリーの蔵書検索ができます。どうぞこ利用下さい。

図書資料展「茨城の民話展」会期／11月28日㈹～1月21日㈲
歴史上の人物に関わる話や不思議な話など、昔から語り継がれてきた民話。アートスポットの展示にあわせ、たいだ

らぽうの話などを収めた『茨城県の民話』、『水戸の民話』のほ力＼子供から大人まで楽しめる図書を展示いたしまも
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